
重要伝統的建造物群保存地区
Important Preservation Districts for Groups of Historic Buildings

おけさと人情のまち
Port town Ogi-machi 小木町
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内の澗より地区を望む



町割り：　伝建地区は、円弧状の入り江
である内の澗に沿い、扇型に町立てされ
た、小木町の一部です。
　海岸線に並行するように、本町通りと浜
町通りの２本の通りを設け、通り沿いの細
長い短冊状の敷地に伝統的な町家が建
ち並んでいます。
　開港当初の町場は、本町通り沿いの西
側が中心でしたが、のちに東側へと伸長
し、内と外の両澗が利用されるようにな
り、港は発展していきました。
　享和２年(1802)に発生した小木地震に
より、地面が１ｍ余りも隆起したとされ、
現在でも本町通りと浜町通りの標高差は
３ｍ以上あります。海抜３ｍの等高線をみ
ると、旧行政区各町の海側の境界線と等
高線が概ね合致することがわかります。
三味線堀：　小木地震の影響で遠浅と
なった海岸に船舶が接岸できるよう、文化
元年(1804)に「三味線堀」と呼ばれる堀
割(水路)が開削されました。
　後年、役割を終えて埋め立てられた三
味線堀の跡地に宅地が開発されていき
ます。   
　現在の地図に文献に残る三味線堀の規
模を落とし込むと、浜町通り沿いの旧行政
区の境界線は、堀割の形状をそのまま引
き継いでいることがわかります。
　小木町は、開港当初から現代までの港
町としての変遷を、地形や町割りに痕跡と
して良好に残しており、歴史的な特色を
示す重要な要素となっています。

Ⅳ 伝統的建造物群（町並み）の特性

本町通り（末広町〈山側〉） 本町通り（本町～末広町） 本町通り（末広町） 浜町通り（泉町）

しゃみせんぼり

本町通り

浜町通り

　　　海抜３ｍの等高線

海岸線に平行するように
扇型の地形に家屋が建ち並ぶ

三味線堀跡の復元図



街路側へ張り出した二階部分

浜町通り沿いの建物

本町通り沿いの切妻造り平入の町家

表構え：　廻船業で賑わった小木町の町
家では、船乗りたちを滞在させたり、もてな
したりするための部屋が多くの家に設けら
れていました。それが、二階正面にある
「オモテニカイ」と呼ばれる部屋で、内部
は座敷となっています。商家においても、
接客のための部屋として造られました。
　この接客空間を広くとるために工夫した
結果、二階正面の全面を街路側へと張り
出した独特の表構えとなっています。
　小木町は明治37年(1904)の大火によっ
て多くの建物が被災しました。そのため、
現存する伝統的建造物は明治後期から昭
和初期に再建されたものが多数を占めま
す。しかし、二階正面を通り側に張り出し
た形式は、大火以前の明治中期頃の町家
にも確認できるため、大火を経てもなお継
承される伝統的なものです。
　主屋の造りは、二階建て、切妻造、平入
を基本とし、一部に切妻造妻入の町家も
存在します。

建築形式：　切妻造妻入の町家は浜町通
り沿いに見られます。かつて、地区内に点
在していた貸座敷が、明治大火後に浜町
通りへと集約されたためです。二階正面の
オモテニカイだけではなく、ウラニカイにも
欄間などの装飾を施し、階段をそれぞれ
に設置することで、二階全体を客室空間と
した造りが特徴です。

Ⅴ 伝統的建造物（建物）の特徴

本町通り（末広町〈山側〉） 本町通り（本町～末広町） 本町通り（末広町） 浜町通り（泉町）



オイエの吹抜けと梁組

オイエの吹き抜け空間

大きな吹き抜け：　小木町の伝統的な町家に共通する特徴
のひとつに、オイエ上部の吹抜けがあり、この吹抜けは天井
の小屋組まで高く吹抜けており、梁組を見せています。
　このような吹抜けにする理由は、風通しや開放感、採光の
ためだといわれています。
　オイエの吹抜け空間には二階居室や渡り廊下が一階の壁
面よりも張り出しており、立体的な室内空間を構成しています。
これもまた、オモテニカイの接客空間を広くとるための工夫で
あり、小木町の特色ある町家を構成する重要な要素です。
通り土間：　通り土間があることも小木町の伝統的な町家
の特徴のひとつです。この通り土間は基本的に東側か南側に
通っています。昭和初期からは通り土間を持たない近代的な
町家や洋風建築も登場し、小木町の町並みに変化を与えて
います。

本町通り（末広町〈山側〉） 本町通り（本町～末広町） 本町通り（末広町） 浜町通り（泉町）

主屋の断面図
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伝統的建造物の間取りとその呼称
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▲ 入口　　（通り側）　　

敷地最奥に建つ石蔵 左から角屋、付属屋、土蔵の順で並ぶ

本町通り（末広町〈山側〉） 本町通り（本町～末広町） 本町通り（末広町） 浜町通り（泉町）

・主屋（おもやなど）
主屋は敷地と通りの境界いっぱいに、切妻造平入
が多く、切妻造妻入も一部に見られます。

・角屋（つのやなど）
主屋から伸びる通り土間の延長上にあり、水まわ
りや台所機能を有するものが確認されています。

・中庭（なかにわ）
主屋と角屋、納屋に囲まれた屋外を中庭とし、小
さな池が設けられたものもあります。

・離れ・納屋（はなれ・なや）
主屋角屋の背面に位置し、付属屋とも呼ばれま
す。間口の狭い敷地では幅いっぱいに建てられ、
通り土間の延長上に位置しています。

・土蔵（どぞう）
土蔵は、基本的に敷地の最奥に建てられます。小
木町には石蔵も現存しており、それらが建ち並ぶ
景観は、浜町通り側から見ることができます。
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伝統的建造物（建築物）

佐渡市小木町伝統的建造物群保存地区範囲図
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